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駒透（こますき）は、版画の板目木版において、版面を
彫るために使用される彫刻刀のひとつで、刃の断面が半
円の形をした丸刀の中で、特に刃の幅が狭いものを駒透
と呼びます。
駒透は、一般的に丸刀の刃幅の大きさが 6mm 程度まで
のものを指し、板目木版の彫りにおいてよく使用される、
比較的扱いやすい彫刻刀のひとつです。駒透は 1mm、
1.5mm、2mm、3mm、4.5mm、6mm といった刃幅の種
類があります。
版面を彫る場合には、まず切り出し刀（版木刀）で版と
して必要な部分（描画部）と不要な部分（非描画部）の
境界線に切り込みを入れた後、その周りをさらうために
駒透を使用します。この作業を、駒透を入れるという言
い方をする場合もあります。また、必要な部分が細かく
狭い場合や、描画部を曲線的に彫りたい場合などには、
駒透で直接彫り進めることも可能です。駒透は、鋭く
シャープな線を彫ることができる切り出し刀や三角刀と
比べて、彫った線のはじめと終わりが丸くなるために、
彫った部分の摺りあがりが柔らかく暖かい印象になるの
が特徴です。駒透の刃は、断面が半円状になっているた
め、三角刀と同様に力の入れ加減や版面に刃を入れる深
さを工夫し、細い線から幅の太い線まで、さまざまな種
類の線を彫ることが可能です。
駒透はその刃の形状から、版を彫り進めていくと刃こぼ
れをすることが多くあるために、常に鋭い切れ味を保つ
ためには、こまめに刃を研ぐ必要があります。駒透の刃
を研ぐ場合には、砥石を刃と垂直に置き、刃の傾斜に合
わせ円弧を描くように左右に動かします。その時彫刻刀
も回すように動かして刃の全体を研ぐようにします。ま
た刃の半円の深い駒透の場合には無限大（8 を横向きに
した形）を描くように研ぎましょう。研いだ後には、ウ
エスで水分をよく拭き取ってから使用します。また長く
使用しない場合には、サビ防止のために機械油を染み込
ませたウエスで拭いておきましょう。
駒透は、刃物の専門店や版画材料を扱う画材店で購入す
ることができます。

駒透

概要

こますき
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写真 2.　駒透による彫版例

図 1.　駒透で彫った版の断面図

写真 1.　駒透（短柄）の持ち方


